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２
０
１
９
年
12
月
武
漢
発
症

の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
が
台
頭
し

て
か
ら
、
３
年
。
こ
の
３
年
間

で
す
っ
か
り
生
活
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
２
年
前
の
今
頃
、

歯
科
へ
の
風
評
被
害
が
騒
が

れ
、
歯
科
医
院
は
世
の
中
で
一

番
危
な
い
場
所
、
近
づ
い
て
は

い
け
な
い
場
所
に
な
っ
た
▼
そ

れ
か
ら
２
年
。
な
ん
と
歯
科
医

院
は
ク
ラ
ス
タ
ー
０
。
世
の
中

で
一
番
安
全
な
場
所
へ
と
飛
躍

し
た
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
。

口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
が
説
か

れ
、
歯
科
の
重
要
性
が
あ
ち
こ

ち
で
話
題
に
な
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
先
生
方
が
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
予
防
に
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

を
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
▼
昨
年
の

自
民
党
公
約
に
「
国
民
皆
歯
科

健
診
」
が
記
載
さ
れ
た
。
特
定

健
診
に
歯
科
健
診
が
加
え
ら
れ

る
日
も
夢
で
は
な
く
な
っ
て
き

た
。
我
々
歯
科
が
頑
張
る
こ
と

で
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
「
国

民
皆
保
険
制
度
」
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
▼
こ
の
４

月
、
２
年
に
１
度
の
大
き
な
診

療
報
酬
改
定
が
あ
っ
た
。
以
前

か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
た
パ
ラ

ジ
ウ
ム
の
問
題
も
見
直
さ
れ
、

３
か
月
に
１
回
見
直
し
が
入
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
矢
先
、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
撃

を
仕
掛
け
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
価

格
が
一
気
に
高
騰
し
て
し
ま
っ

た
。
願
わ
く
ば
、
プ
ー
チ
ン
に

は
友
好
の
手
を
伸
ば
し
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
結
合
の
ス
パ

イ
ク
を
引
っ
込
め
、
共
に
エ
ン

ベ
ロ
ー
プ
を
纏
い
、
心
穏
や
か

に
過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。
未
来
に
続
く
平
和
の
か
け

は
し
の
た
め
に
。

広報委員
岡本 美世子

　

太
田
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

に
続
い
て
、
物
故
会
員
に
対
し

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
】

　

都
道
府
県
連
盟
お
よ
び
会
員

に
日
頃
の
謝
意
を
表
す
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
歯
科
医
療

の
提
供
に
は
、
国
に
よ
る
感
染

予
防
対
策
費
の
充
実
が
必
須

で
、
政
府
に
さ
ら
な
る
支
援
を

求
め
る
方
針
を
示
し
た
。

　

ま
た
参
院
選
が
迫
る
な
か
、

「
政
権
の
安
定
が
医
療
の
安
定

に
直
結
す
る
」
こ
と
か
ら
、
国

民
の
健
康
を
歯
科
の
視
点
か
ら

守
る
政
策
の
実
現
に
は
「
一
丸

と
な
り
組
織
力
を
示
さ
ね
ば
な

ら
な
い
」
と
訴
え
、
業
界
全
体

に
選
挙
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い

る
現
況
を
報
告
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
も
加
わ
り

高
騰
が
続
く
金
パ
ラ
問
題
に
つ
い

て
は
、「
30
ｇ
税
込
12
万
円
。
大

臼
歯
金
属
冠
の
金
属
量
が
３
・
５

ｇ
の
場
合
４
～
５
千
円
赤
字
に

な
る
が
患
者
さ
ん
が
望
め
ば
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
」
窮
状
を
引

き
続
き
国
に
訴
え
る
と
述
べ
た
。

【
来
賓
挨
拶
】

堀 

憲
郎 

日
歯
会
長　

診
療
報

酬
改
定
に
対
し
て
「
大
変
厳
し

い
改
定
で
あ
っ
た
が
、
連
盟
活

動
と
国
会
の
理
解
に
よ
り
獲
得

で
き
た
貴
重
な
財
源
で
あ
り
国

民
の
た
め
に
フ
ル
活
用
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
令
和
４
年
度
の
歯

科
関
連
予
算
に
つ
い
て
は
、
厚

労
省
歯
科
保
健
課
で
前
年
度
比

15
％
増
で
あ
っ
た
と
報
告
し
た
。

今
後
の
歯
科
医
療
は
「
口
腔
の

健
康
を
通
じ
て
健
康
寿
命
の
延

伸
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
元

気
な
高
齢
者
や
支
え
手
を
増
や

す
こ
と
で
、
人
口
減
少
問
題
に

も
貢
献
し
た
い
」
と
、
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
展
望
を
述
べ
た
。

尾
辻
秀
久 
自
民
党
両
院
議
員

総
会
長

　

国
民
歯
科
問
題
議
連
会
長
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
対
応
と
改
定
に

か
か
わ
る
日
歯
連
盟
の
働
き
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、
役
職
者

に
叱
咤
激
励
の
言
葉
を
寄
せ
た
。

関
口
昌
一 

自
民
党
参
議
院
議

員
会
長

　

４
月
の
石
川
県
参
院
補
選
と

７
月
の
参
院
選
に
向
け
て
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

小
渕
優
子 

自
民
党
組
織
運
動

本
部
長

　

自
民
党
支
援
に
対
す
る
謝
意

と
、
国
民
の
健
康
を
守
る
歯
科

界
に
敬
意
が
示
さ
れ
た
。
参
院

選
に
つ
い
て
は
、「
決
し
て
負

け
ら
れ
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
続
く
な
か
、
国
政
の
安
定

が
重
要
」
と
今
後
の
意
気
込
み

を
語
ら
れ
た
。

⑴
一
般
会
務
報
告

　

令
和
３
年
９
月
21
日
～
令
和

４
年
２
月
28
日
ま
で
。

⑵
会
計
現
況
報
告

　

令
和
３
年
４
月
～
令
和
４
年

１
月
ま
で
。

　

第
１
号
か
ら
第
８
号
議
案
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
挙
手
多
数
で
可

決
確
定
。【
詳
細
は
６
〜
７
面

に
掲
載
】

［
議
事
に
対
す
る
質
問
］

大
山 

茂 

評
議
員
（
福
岡
県
）

　

第
３
回
政
治
セ
ミ
ナ
ー
は
、

参
院
選
直
前
な
の
で
大
票
田
で

あ
る
都
市
部
の
支
部
長
だ
け
に

絞
っ
て
は
。

浦
田
理
事
長　

人
選
は
都
道
府

県
に
一
任
。
目
下
、
役
員
が
全
国

巡
回
し
て
お
り
、
ご
協
力
願
う
。

岡
本 

徹 

評
議
員
（
東
京
都
）

　

会
議
は
リ
モ
ー
ト
併
用
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
旅
費
は
い
か

に
。
複
数
名
参
加
の
場
合
は
、

人
数
分
の
支
給
を
要
望
す
る
。

浦
田
理
事
長　

規
定
は
な
い

が
、
現
状
概
ね
１
万
円
程
度
を

考
え
て
い
る
。

⑴
時
局
対
策　

な
し

⑵
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
へ
の
準
備
に
つ
い
て

［
質
問
］

堀
川
清
一 

評
議
員
（
鹿
児
島

県
）　

選
挙
葉
書
の
差
出
人
名

は
、
医
院
名
だ
け
で
な
く
役
職

名
も
併
記
し
た
方
が
意
図
が
伝

わ
る
の
で
は
。

浦
田
理
事
長　

役
職
名
も
含
め

柔
軟
な
対
応
を
願
う
。

森
永
和
男 

評
議
員
（
茨
城
県
）

　

山
田
議
員
の
認
知
度
調
査

は
、
な
ぜ
発
送
数
に
対
す
る
割

合
で
算
出
し
た
の
か
。
中
央
後

援
会
を
な
く
し
た
の
は
、
都
道

府
県
が
主
体
的
に
動
け
と
い
う

趣
旨
と
思
う
が
、
日
歯
連
盟
／

山
田
事
務
所
／
都
道
府
県
の
連

携
促
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

浦
田
理
事
長　

認
知
度
の
実
態

を
推
計
す
る
た
め
、
敢
え
て
発

送
数
で
割
っ
た
。
中
央
後
援
会

を
設
置
し
な
い
の
は
、
過
去
の

選
挙
か
ら
学
ん
で
、
選
挙
運
動

に
際
し
連
盟
と
山
田
選
対
を
は

っ
き
り
区
別
す
る
必
要
性
か
ら

で
あ
り
、
メ
イ
ン
で
票
を
集
め

る
の
は
、
都
道
府
県
／
郡
市
区

と
い
う
概
念
で
あ
り
、
日
歯
連

盟
が
何
も
し
な
い
訳
で
は
な
い

こ
と
を
ご
理
解
願
う
。

大
山
評
議
員　

全
国
歯
科
大
学

同
窓
・
校
友
会
と
の
参
与
会
議

が
開
催
さ
れ
た
が
、
大
学
関
係

者
に
も
ぜ
ひ
協
力
を
願
う
べ
き
。

内
山
誠
也 

評
議
員
（
東
京
都
）

　

歯
科
関
連
企
業
・
関
係
団
体

へ
の
選
挙
協
力
は
い
か
に
。
各

地
の
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー
に
日
歯

連
盟
ブ
ー
ス
を
設
け
、
日
頃
か

ら
業
者
向
け
に
も
広
報
し
て

は
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
末

端
の
組
織
が
地
元
の
関
係
各
所

に
地
道
に
お
願
い
に
あ
た
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
。

浦
田
理
事
長　

企
業
へ
は
既
に

役
員
が
巡
回
中
。
歯
科
技
工
士
・

歯
科
衛
生
士
向
け
の
チ
ラ
シ
も

作
成
。
ブ
ー
ス
展
開
は
検
討
す

る
。
様
々
な
関
係
各
位
に
協
力

要
請
し
て
い
る
が
、
地
元
で
の

呼
び
掛
け
も
お
願
い
し
た
い
。

内
堀
典
保 

評
議
員
（
愛
知
県
）

　

中
央
後
援
会
が
な
い
こ
と
を

危
惧
す
る
会
員
も
い
る
。
戦
い

は
、
リ
ー
ダ
ー
が
前
面
に
出
て

意
気
込
み
を
見
せ
る
こ
と
が
必

要
。

高
橋
会
長　

各
地
を
回
り
感
じ

る
こ
と
は
、
ト
ッ
プ
が
必
死
な
姿

勢
を
皆
様
に
理
解
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
決
し
て
戦
え
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
参
院
選
は
、
組

織
力
を
示
す
大
事
な
選
挙
。
得
票

数
が
診
療
報
酬
は
じ
め
感
染
予
防

対
策
費
の
拡
充
な
ど
に
繋
が
る
。

落
選
し
た
ら
歯
科
界
が
本
当
に
奈

落
の
底
に
落
ち
て
し
ま
う
。
絶
対

に
落
と
せ
な
い
選
挙
だ
。
厳
し

い
戦
い
が
予
想
さ
れ
る
が
、
各

地
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
と
共
に

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

⑶
そ
の
他

日
歯
連
盟
嘱
託
弁
護
士
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

米
山
和
伸 

評
議
員
（
東
京
都
）

　

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
で
公
選
法
の
総
論
は
学
ん
だ

が
、
個
別
の
事
柄
に
つ
い
て
確

認
し
た
い
時
が
多
々
あ
る
。

浦
田
理
事
長　

都
道
府
県
か
ら

日
歯
連
盟
に
メ
ー
ル
で
質
問
を

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
弁
護

士
の
見
解
を
回
答
す
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
。
自
民
党
と
日
歯

連
盟
発
行
の
政
治
活
動
Ｑ
＆
Ａ

冊
子
も
ご
参
考
願
う
。

赤
沼
岩
男 

評
議
員
（
栃
木
県
）

　

来
賓
挨
拶
を
含
め
感
想
を
述

べ
ら
れ
、「
会
長
は
じ
め
皆
様

に
は
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
し
た
。

　

村
上
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の

挨
拶
を
も
っ
て
散
会
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
３
月
25
日（
金
）午
後
１
時
よ
り
第
１
４
５
回
評
議

員
会
が
歯
科
医
師
会
館
１
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
68
名
の
評
議
員
が
実
出
席
し
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
の
審
議
お
よ
び
参
院
選
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た

（
議
長 

藤
田
一
雄 

評
議
員
、
副
議
長 

山
下　

智 

評
議
員
）。

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
褒
賞
規
則
第
２
条
第
三
号
に

基
づ
き
、
６
名
の
先
生
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
年
の
ご
功
績
に
感
謝
し
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

布施孝尚先生（宮城県）深野英一先生（大阪府）

岩渕吉昭先生（宮城県） 渡辺正臣先生（愛知県）

福田　豊先生（山口県）

田岡　譲先生（高知県）

褒賞受賞者褒賞受賞者令和３年度 
日本歯科医師連盟

令和３年度 
日本歯科医師連盟

報
　
　
告

議
　
　
事

協
　
　
議

第
１
４
５
回
評
議
員
会

高橋会長

藤田議長（左）と山下副議長（右）

都道府県から歯科医療を
語る［第13回・静岡県］

大松　高
静岡県歯
連盟会長

×
城内　実 

衆議院議員（4、5 面に記事掲載）

赤沼評議員 米山評議員

内堀評議員 内山評議員

森永評議員 堀川評議員 岡本評議員

大山評議員

※褒賞授賞式はコロナ対策の関係上、３月から６月に延期いたしました。
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村
上
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

に
続
き
、
座
長
に
は
太
田
副
会

長
が
選
出
さ
れ
た
。　
　
　

【
国
会
報
告
】

比
嘉
奈
津
美
参
議
院
議
員　

金

パ
ラ
価
格
高
騰
の
問
題
は
、
国

民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
で
情
報

を
共
有
し
、
ま
た
先
生
方
の
ご

意
見
も
お
聞
き
し
対
応
を
考
え

た
い
。

山
田 

宏 

参
議
院
議
員　

国
民

皆
歯
科
健
診
実
現
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し

ま
す
。
歯
科
が
明
る
い
未
来
を

描
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

【
会
長
挨
拶
】

高
橋
会
長　

全
国
比
例
は
、
力

の
あ
る
組
織
が
バ
ッ
ク
に
つ
い

て
い
る
候
補
者
が
た
く
さ
ん
出

る
。
こ
の
中
で
勝

ち
抜
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の

で
、
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
選
挙

で
の
得
票
数
が
、

我
々
歯
科
界
の

組
織
力
と
見
ら

れ
る
。
参
議
院
選

挙
は
会
員
が
中

心
の
選
挙
で
す

の
で
、
会
員
の
先

生
方
に
い
か
に

山
田
先
生
を
ご

認
識
い
た
だ
く

か
を
考
え
た
い
。

　

山
田
先
生
が
参
議
院
厚
生
労

働
委
員
会
委
員
長
に
、
島
村
先

生
、
比
嘉
先
生
が
委
員
に
就
任

し
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
は
、
歯
科
＋

０
・
29
％
で
、
医
科
・
歯
科
の

初
・
再
診
の
格
差
は
、
今
回
３

点
ず
つ
そ
の
幅
を
狭
め
た
。
今

後
も
連
盟
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
。

　
⑴
一
般
会
務
報
告

　

浦
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務

報
告
、
会
員
数
報
告
が
行
わ
れ

た
。

⑵
会
計
現
況
報
告

　

神
田
副
理
事
長
よ
り
会
計
現

況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

⑶
そ
の
他

◇
報
告
に
対
す
る
質
問
等

大
山 

茂 

会
長
（
福
岡
県
）

　

山
田
先
生
の
認
知
度
が
18
％

と
低
い
。
関
連
団
体
と
の
折
衝

を
早
く
行
い
、
山
田
先
生
に
都

道
府
県
の
支
部
長
に
直
接
電
話

を
し
て
欲
し
い
。

浦
田
理
事
長　

山
田
先
生
の
電

話
作
戦
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど

ご
報
告
す
る
。
関
連
団
体
に
つ

い
て
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
で
延
期

に
な
っ
て
い
た
が
、
近
々
正
式

に
お
願
い
し
て
い
く
。

山
下 

智 

会
長
（
新
潟
県
）

　

未
来
と
の
対
話
、
新
し
き
道

検
討
会
を
具
体
的
に
教
え
て
欲

し
い
。

村
岡
副
会
長　

歯
科
医
療
の
未

来
あ
る
べ
き
姿
等
を
、
歯
科
界

だ
け
で
な
く
、
広
く
有
識
者
の

方
々
に
ご
参
集
い
た
だ
い
て
、

ご
検
討
願
い
た
い
。
数
回
程
度

開
催
し
、
こ
の
執
行
部
内
で
終

わ
る
予
定
と
し
て
い
る
。

⑴
時
局
対
策

浦
田
理
事
長　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
て
、
多
く

の
方
が
参
加
し
た
デ
ン
タ
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
報
告
が
あ
る
。

　

ま
た
、
１
月
28
日
付
で
郡
市

区
の
役
員
名
簿
を
お
願
い
し
た

が
、
山
田
先
生
が
電
話
を
か
け

る
こ
と
を
す
で
に
始
め
て
い

る
。
今
回
の
選
挙
で
は
全
国
で

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
か
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

内
堀
典
保
会
長
（
愛
知
県
）

　

３
、９
０
０
名
く
ら
い
が
参

加
す
る
診
療
報
酬
改
定
の
講
習

会
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
動
画
配
信

を
企
画
し
て
い
る
。

寺
本
武
史
会
長
（
京
都
府
）

　

２
月
23
日
の
デ
ン
タ
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

は
４
３
０
名
の
視
聴
が
あ
っ

た
。

三
好
篤
信
副
会
長
（
香
川
県
）

　

全
会
員
に
呼
び
か
け
て
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
百
数
十
名
の
参
加
を
得
た
。

末
瀨
一
彦
会
長
（
奈
良
県
）

　

４
月
に
実
開
催
予
定
の
デ
ン

タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
、
役
員

が
内
容
を
理
解
し
て
か
ら
役
員

名
簿
を
提
出
す
る
。

　

全
国
47
都
道
府
県
で
ど
れ
ぐ

ら
い
後
援
会
事
務
所
を
設
置
し

て
い
る
の
か
。

浦
田
理
事
長　

１
月
27
日
現

在
、
全
国
で
36
の
後
援
会
の
設

置
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
８
県

は
設
置
予
定
。
３
県
は
設
置
せ

ず
に
対
応
。

⑵
次
期
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

へ
の
準
備
に
つ
い
て

浦
田
理
事
長　

掲
示
用
の
ポ
ス

タ
ー
、
ま
た
歯
科
取
引
関
係
の

企
業
向
け
、
衛
生
士
向
け
・
技

工
士
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
説
明
。

徳
永
寛
司
副
会
長（
神
奈
川
県
）

　

山
田
先
生
の
説
明
に
つ
い
て
、

歯
科
に
関
す
る
こ
と
を
上
手
く

モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
て
欲
し
い
。

山
田
参
議
院
議
員　

ご
指
摘
に

つ
き
ま
し
て
は
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

岡
本
幸
一
会
長
（
愛
媛
県
）

　

山
田
宏
後
援
会
入
会
申
込
書

は
、
以
前
は
最
低
５
名
だ
っ
た

が
、
今
回
は
如
何
か
。

浦
田
理
事
長　

会
員
一
人
当
た

り
最
低
５
名
は
ぜ
ひ
お
願
い
し

た
い
。

赤
沼
岩
男
会
長
（
栃
木
県
）

　

山
田
先
生
に
は
同
じ
こ
と
を

ど
ん
ど
ん
言
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
認
知
度
を
上
げ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
期
日
前

投
票
を
周
知
し
た
い
。　

森
永
和
男
会
長
（
茨
城
県
）

　

山
田
先
生
の
認
知
度
を
上
げ

る
べ
く
、
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
で
紹

介
し
、
県
内
の
国
会
議
員
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
理
解
を
深
め
て
い

き
た
い
。

石
島
弘
己
副
会
長
（
東
京
都
）

　

山
田
先
生
の
名
前
を
18
％
の

会
員
し
か
知
ら
な
い
。
こ
の
数

字
に
対
し
て
の
見
解
を
お
聞
き

し
た
い
。

村
上
副
会
長　

２
回
目
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
名
前
を
ご
存
じ

で
す
か
と
質
問
を
変
え
た
。
こ

れ
で
少
し
パ
ー
セ
ン
ト
も
変
わ

る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

高
橋
会
長　

山
田
先
生
を
知
ら

な
い
方
は
実
際
に
い
る
。
危
機

感
を
最
大
限
に
持
っ
て
選
挙
に

臨
み
た
い
。

小
山
茂
幸
会
長
（
山
口
県
）

　

６
年
前
の
山
田
先
生
の
選
挙

で
は
、
山
口
県
は
一
人
当
た
り

全
国
で
一
番
の
得
票
数
だ
っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
が
必
要

と
思
う
。

　

最
後
に
村
岡
副
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
で
会
長
会
議
を
終
了
し

た
。

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議

報
　
　
告

都道府県歯科医師連盟会長会議

　

令
和
４
年
３
月
４
日
（
金
）
午
後
２
時
よ
り
歯
科
医
師
会

館
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て
都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟

会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
議
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
行
わ
れ
た
。

　

協
議
で
は
次
期
（
第
26
回
）
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
へ
の

準
備
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

選挙対策推進本部会

協
　
　
議

比嘉参議院議員

山田参議院議員高橋会長

大山会長

山下会長（WEB）内堀会長（WEB）

三好副会長（WEB）

寺本会長

末瀬会長徳永副会長

岡本会長赤沼会長石島副会長 森永会長（WEB）

小山会長

　

令
和
４
年
３
月
４
日
（
金
）
午
後

０
時
よ
り
、
新
執
行
部
発
足
後
第
１

回
目
と
な
る
選
挙
対
策
推
進
本
部
会

が
歯
科
医
師
会
館
で
行
わ
れ
、
執
行

部
役
員
と
各
都
道
府
県
の
歯
科
医
師

連
盟
会
長
を
部
会
員
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
下
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
参
加
を
含
め
て
開
催
と
な
っ
た
。

　

選
挙
対
策
推
進
本
部
会
規
則
に
基

づ
き
、
部
会
長
は
高
橋
・
日
歯
連
盟

会
長
が
、
副
部
会
長
に
は
、
太
田
・

同
副
会
長
、
村
上
・
同
副
会
長
、
村
岡
・

同
副
会
長
、
藤
田
・
北
海
道
会
長
（
評

議
員
会
議
長
）、
山
下
・
新
潟
県
会
長

（
同
副
議
長
）
の
５
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

本
部
会
の
同
意
を
得
て
選
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
副
部
会
長
の
順
位
に
つ
い

て
は
、
太
田
、
村
上
、
村
岡
、
藤
田
、

山
下
の
順
と
さ
れ
た
。

　

協
議
で
は
次
期
（
第
26
回
）
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
へ
の
準
備
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　

年
々
高
騰
し
て
い
る
歯
科
用

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
に
つ
い

て
、
昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る

更
な
る
急
騰
で
多
く
の
差
損
が

発
生
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
３
月
30
・
31
日
に
高
橋

会
長
ほ
か
役
員
な
ら
び
に
山
田

顧
問
、
比
嘉
顧
問
が
岸
田
内
閣

総
理
大
臣
お
よ
び
茂
木
自
民
党

幹
事
長
へ
申
し
入
れ
を
行
い
、

「
全
国
の
歯
科
診
療
所
か
ら
悲

鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。
金
パ
ラ

緊
急
対
策
と
し
て
、
差
損
の
解

消
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
適
用

拡
大
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。

歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
の
急
騰
対
策
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
！岸田総理大臣（写真上）、茂木自民党 

幹事長（写真下）にそれぞれ要望書を手
渡す高橋会長
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家
田
副
理
事
長
の
司
会
の
も

と
、
太
田
副
会
長
の
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
高
橋
会
長
は
「
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い

る
会
員
が
多
い
。
特
に
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
多
い
地
区
の
先
生

方
は
閉
院
す
ら
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

打
開
し
て
、
何
と
か
歯
科
界
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
ぜ
ひ
ぜ
ひ

同
窓
会
、
校
友
会
の
先
生
方
の

お
力
を
お
借
り
し
た
い
。
ま
た
、

学
生
さ
ん
に
も
将
来
の
歯
科
界

の
た
め
に
力
を
貸
し
て
ほ
し

い
。
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て

は
、
歯
科
は
何
と
か
０
・
29
％

プ
ラ
ス
改
定
に
な
っ
た
も
の
の

納
得
の
い
く
内
容
で
は
な
く
、

ま
だ
ま
だ
少
し
で
も
良
い
形
に

な
る
よ
う
に
力
を
尽
く
す
予
定

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

続
く
国
会
報
告
で
は
、
山
田

宏
参
議
院
議
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
ク
ラ
ス
タ
ー
も
起
こ

さ
ず
日
々
診
療
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
昨
年

自
民
党
の
公
約
に
『
国
民
皆
歯

科
健
診
』
と
い
う
文
言
が
入
っ

た
。
こ
の
実
現
に
向
け
、
日
々

努
力
し
て
い
る
。
国
民
皆
歯
科

健
診
議
連
の
立
ち
上
げ
が
あ

り
、
古
屋
圭
司
会
長
の
も
と
、

今
年
中
に
は
労
働
安
全
衛
生
法

の
改
正
を
行
い
、
全
国
民
が
一

年
に
一
回
歯
科
健
診
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
目
指
し
た
い
。
ま
た
、

残
存
歯
数
に
よ
り
保
険
料
が
割

引
き
に
な
る
生
命
保
険
商
品
に

導
入
な
ど
、
口
腔
環
境
へ
の
関

心
度
も
高
ま
っ
て
お
り
、
歯
科

の
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
で
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　

報
告
と
し
て
、
浦
田
理
事
長
、

山
田
事
務
所
新
良
秘
書
よ
り
資

料
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部

浅
野
正
樹
参
与
か
ら
「
日
本
歯

科
医
師
連
盟
と
し
て
は
、
与
党

の
議
員
だ
け
で
な
く
野
党
の
議

員
で
も
歯
科
に
詳
し
い
議
員
と

は
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
浦

田
理
事
長
は
「
現
状
で
は
基
本

的
に
は
与
党
の
議
員
の
み
に
対

応
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
浅
野
参
与
か
ら

は
、「
今
後
は
お
互
い
話
を
聞

い
た
り
、
話
を
す
る
場
を
作
る

だ
け
で
も
い
い
の
で
野
党
の
議

員
と
も
ぜ
ひ
繋
が
り
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
出
た
。

東
京
歯
科
大
学
澁
谷
國
男
参
与

か
ら
「
歯
科
医
師
一
人
ひ
と
り

が
も
う
少
し
今
後
の
歯
科
界
の

こ
と
を
考
え
る
べ
き
」
と
い
う

意
見
が
出
た
。

　

鶴
見
大
学
歯
学
部
竹
内
千
惠

参
与
か
ら
山
田
宏
後
援
会
の
登

録
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
東

京
歯
科
大
学
澁
谷
参
与
か
ら

「
歯
科
医
師
会
の
会
員
で
な
い

方
も
い
る
の
で
、『
登
録
し
た

ア
ド
レ
ス
は
、
山
田
事
務
所
の

活
動
に
の
み
使
用
す
る
』
こ
と

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要

望
も
出
た
。

　

協
議
と
し
て
、
第
26
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
準
備
に
関

す
る
資
料
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

朝
日
大
学
歯
学
部
中
嶋
正
人

参
与
か
ら
「
デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
全
く
知
ら
な
か
っ

た
。
開
催
の
こ
と
も
、
内
容
に

関
し
て
も
知
ら
な
か
っ
た
」
と

の
意
見
が
あ
り
、
浦
田
理
事
長

が
「
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
細
部
に
ま
で

広
く
伝
わ
る
よ
う
周
知
の
方
法

を
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
村
上
副
会
長
か
ら
、「
お

送
り
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収

率
、
回
答
を
見
て
も
ま
だ
ま
だ

細
部
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
今
後
も
何
回
か
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
少
し

で
も
多
く
の
方
に
連
盟
の
動
き

が
伝
わ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。
北
海
道
医

療
大
学
歯
学
部
蓑
輪
隆
宏
参
与

か
ら
「
第
49
回
衆
議
院
議
員
選

挙
で
当
大
学
出
身
の
渡
邊
孝
一

衆
議
院
議
員
が
当
選
し
た
。
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。
今

回
導
入
す
る
ネ
ッ
ト
選
挙
に
関

し
て
教
え
て
ほ
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
、浦
田
理
事
長
が
「
す

で
に
計
画
を
立
て
て
進
め
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。
神
奈
川
歯

科
大
学
大
舘
満
参
与
か
ら
「
講

演
会
な
ど
と
な
る
と
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
同
じ
顔
に
し
か
会
わ

な
い
。
出
向
い
て
話
を
聞
く
人

は
一
部
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
そ
の
中
で
個
別

の
訪
問
は
効
果
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
個
別
の

訪
問
も
な
か
な
か
難
し
い
と
思

う
が
、
何
か
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
」
と
い
う
意
見
に
、
浦

田
理
事
長
は
「
訪
問
が
な
か
な

か
難
し
い
の
で
、
そ
れ
に
代
わ

る
策
と
し
て
、
電
話
で
の
話
を

考
え
て
い
る
」
と
答
え
た
。
日

本
歯
科
大
学
橋
本
博
之
副
会
長

か
ら
は
応
援
の
言
葉
が
あ
り
、

大
阪
歯
科
大
学
生
駒
等
参
与
か

ら
「
集
会
等
で
は
、
同
じ
人
し

か
集
ま
ら
な
い
。
新
し
い
人
た

ち
に
う
ま
く
周
知
す
る
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
意
見

が
あ
っ
っ
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
事
前
に
出

た
意
見
、
質
問
に
回
答
し
た
。

新
潟
大
学
歯
学
部
有
松
美
紀
子

参
与
か
ら
は
「
国
立
大
学
は
政

治
的
に
中
立
と
い
う
立
場
を
と

っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か
活
動

し
に
く
い
」
と
の
意
見
が
あ

り
、
浦
田
理
事
長
は
「
国
立
大

学
で
あ
っ
て
も
ま
っ
た
く
問
題

な
く
政
治
活
動
は
可
能
。
参
議

院
議
員
の
全
国
比
例
と
い
う
選

出
方
法
は
、
地
区
の
縛
り
も
な

く
、
組
織
に
と
っ
て
有
益
な
議

員
を
応
援
す
る
に
あ
た
っ
て
は

比
較
的
活
動
し
や
す
い
の
で
は

な
い
か
」
と
答
え
た
。
岡
山
大

学
歯
学
部
千
原
敏
裕
参
与
か
ら

は
、「
学
生
が
正
し
く
理
解
で

き
る
資
料
が
あ
っ
た
ら
教
え
て

ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

浦
田
理
事
長
は
「
大
学
の
許
可

を
得
れ
ば
日
本
歯
科
医
師
連
盟

に
関
す
る
口
頭
説
明
、
資
料
配

布
は
問
題
な
い
。
日
本
歯
科
医

師
連
盟
の
活
動
の
報
告
等
は
問

題
な
い
が
、
推
薦
議
員
の
説
明

等
に
な
る
と
選
挙
期
間
中
と
選

挙
期
間
以
外
で
は
大
き
く
違
っ

て
し
ま
う
。
日
本
歯
科
医
師
連

盟
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

は
、
い
つ
で
も
大
丈
夫
」
と
答

え
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
西
田
譲
氏
か
ら
、「
選

挙
前
ま
で
は
議
員
名
を
出
し
て

も
、
後
援
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
も
問
題
な
い
。『
推
薦

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
』
の
文

言
も
問
題
な
い
。
政
治
活
動
は

す
べ
て
の
期
間
に
お
い
て
問
題

な
い
が
、
選
挙
運
動
は
期
間
が

限
ら
れ
て
い
る
。
判
断
が
難
し

い
時
は
い
つ
で
も
相
談
し
て
ほ

し
い
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　

村
上
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

と
な
っ
た
。
全
会
を
通
し
て
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
の

総
会
が
３
月
17
日
（
木
）
午
前

８
時
か
ら
衆
議
院
第
１
議
員
会

館
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
代
理
も
含
め
１
７
５
名
の
国

会
議
員
関
係
者
の
出
席
が
あ
っ

た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
で
あ
る

比
嘉
奈
津
美
参
議
院
議
員
の
開

会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
次
に
会

長
で
あ
る
尾
辻
秀
久
参
議
院
議

員
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
の
初
診
・
再

診
料
の
改
定
に
つ
い
て
詳
細
に

お
話
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、

日
本
歯
科
医
師
会
の
堀
憲
郎
会

長
及
び
本
連
盟
の
高
橋
英
登
会

長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

高
橋
会
長
は
、
金
パ
ラ
問
題

に
つ
い
て
強
い
危
機
感
を
訴

え
、
ま
た
政
権
安
定
の
た
め
次

の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
全
力

で
支
援
・
行
動
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
。
総
会
の
議
題
は
、
①

国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
の
役

員
に
つ
い
て
、
②
令
和
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
・
金
銀
パ
ラ
ジ

ウ
ム
合
金
に
つ
い
て
、
③
令
和

４
年
度
歯
科
保
健
課
予
算
に
つ

い
て
、
④
歯
科
国
保
組
合
の
現

状
に
つ
い
て
、
で
あ
っ
た
。

　

中
医
協
の
委
員
で
あ
る
日
本

歯
科
医
師
会
の
林
正
純
常
務
理

事
よ
り
、
資
料
に
基
づ
い
て
今

回
の
診
療
報
酬
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
、

厚
生
労
働
省
か
ら
診
療
報
酬
改

定
や
令
和
４
年
度
の
歯
科
保
健

課
予
算
に
つ
い
て
、
ま
た
歯
科

国
保
組
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
意
見
交
換
と
な
り
、

多
く
の
国
会
議
員
か
ら
発
言
が

あ
っ
た
。
な
か
で
も
初
再
診

料
の
医
科
歯
科
格
差
問
題
、
金

パ
ラ
問
題
、
病
院
へ
の
歯
科
医

師
の
配
置
や
個
別
指
導
監
査
な

ど
、
現
在
歯
科
医
療
が
抱
え
る

諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
意
見
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い

た
だ
く
な
ど
実
り
あ
る
会
と
な

っ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
、

衆
参
国
会
議
員
の
他
、
厚
生
労

働
省
か
ら
は
伊
原
和
人
医
政
局

長
、
濱
谷
浩
樹
保
険
局
長
ほ
か

関
係
者
、
日
本
歯
科
医
師
会
か

ら
は
堀
会
長
以
下
役
員
５
名
、

本
連
盟
か
ら
は
高
橋
会
長
、
村

上
恵
一
副
会
長
、
浦
田
健
二
理

事
長
は
じ
め
15
名
、
ま
た
全
国

歯
科
医
師
国
民
健
康
保
険
組
合

か
ら
山
口
誠
一
郎
会
長
が
出
席

し
た
。

日
歯
連
盟 

参
与
会
議
開
催

　

令
和
４
年
２
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
よ
り
、
歯
科
医
師

会
館
１
階
大
会
議
室
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
、
日
本
歯
科
医
師
連
盟

参
与
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
歯
科
大
学
・
大
学
歯
学
部

同
窓
会
及
び
校
友
会
の
会
長
25
名
、
副
会
長
２
名
、
専
務
理

事
１
名
が
出
席
し
た
。

国
民
歯
科
問
題

議
員
連
盟
総
会

高橋会長

山田参議院議員浅野参与(WEB)

竹内参与

蓑輪参与

橋本副会長（代理出席）

千原参与

有松参与（WEB）

澁谷参与

中嶋参与

大舘参与（WEB）生駒参与

尾辻議連会長 比嘉事務局長高橋会長

議員 衆・参 都道府県 選挙区
尾辻　秀久 参議院 鹿児島県 鹿児島
比嘉奈津美 〃 比例
石川　昭政  衆議院 茨城県 茨城 5 
田所　嘉徳 〃 〃 茨城 1
古川　　康 〃 佐賀県 佐賀 2
三ツ林裕巳 〃 埼玉県 埼玉 14
松本　　尚  〃 千葉県 千葉 13
舞立　昇治 参議院 鳥取県 鳥取島根
上月　良祐 〃 茨城県 茨城
葉梨　康弘 衆議院 茨城県 茨城 3
渡辺　孝一 〃 北海道 北海道比例
島村　　大 参議院 神奈川県 神奈川

国民歯科問題議員連盟総会  質問者一覧（発言順）
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13
回
目
の
「
都
道
府
県
か
ら
歯
科
医
療
を
語
る
」
は
、
静
岡
県
歯
科
医

師
連
盟
の
大
松 

高 

会
長
と
静
岡
県
７
区
選
出
の
城
内 

実 

衆
議
院
議
員
に

静
岡
県
歯
連
盟
と
城
内
議
員
の
関
わ
り
の
ほ
か
、
城
内
議
員
が
立
ち
上
げ

た
「
若
手
歯
科
関
係
国
会
議
員
の
会
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

近
藤
晴
彦
委
員
長
（
以
下
、
近
藤
）　
本

日
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
お
時
間
を
作
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
で
す
が
静
岡
県
歯
科
医
師
連
盟
の

地
域
に
お
け
る
活
動
内
容
を
大
松
会
長

に
お
伺
い
し
ま
す
。

大
松 

高 

会
長
（
以
下
、
大
松
）　
ま
ず

は
城
内
議
員
、
昨
年
の
総
選
挙
で
は
圧

倒
的
な
支
持
を
集
め
て
の
当
選
、
ま
た
、

衆
議
院
外
務
委
員
長
就
任
と
重
ね
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
藤
委
員
長
は
日
歯
連
盟
広
報
委
員

長
と
し
て
、
ま
た
地
元
で
は
理
事
長
と

し
て
日
頃
よ
り
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。

　

さ
て
、
静
岡
県
歯
連
盟
の
地
域
で
の

活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年
９
月
に

社
団
県
歯
三
役
と
連
盟
四
役
で
県
庁
に

足
を
運
び
次
年
度
の
制
度
・
予
算
に
関

す
る
要
望
書
を
県
と
自
民
党
県
連
三
役
、

歯
科
議
連
四
役
に
提
出
し
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
日
頃
よ
り
親
し
く
お
付
き
合

い
の
あ
る
歯
科
議
連
の
先
生
方
に
段
取

り
を
し
て
い
た
だ
き
、
県
行
政
の
部
長

や
理
事
に
も
直
接
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
政
権
与
党
で
あ
る
公
明
党
静
岡
本

部
に
も
要
望
書
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
財
政
上
の
問
題
か
ら
対
応
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
中
旬
に
自
民
党
静
岡
県

連
三
役
と
懇
談
会
を
開
催
し
、
歯
科
保

健
医
療
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
県
連
三
役
と
は
顔
の
見
え
る

会
合
を
定
期
的
に
持
つ
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

近
藤　
制
度
・
予
算
の
要
望
書
提
出
に

つ
い
て
は
、
今
回
初
め
て
社
団
県
歯
と

連
盟
の
執
行
部
８
名
に
よ
る
要
望
で
し

た
が
、
同
行
し
た
私
の
感
想
と
し
て
は

自
民
党
、
公
明
党
、
県
行
政
の
皆
さ
ん

に
我
々
の
意
向
は
十
分
伝
わ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
城
内
議
員
に
ご
自
身
の
政
治

活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

城
内 

実 

議
員
（
以
下
、
城
内
）　
ま
ず

は
、
日
頃
よ
り
、
歯
科
医
療
を
通
じ
て

国
民
の
健
康
の
た
め
に
日
々
尽
力
さ
れ

て
い
る
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽

有
の
危
機
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

な
ど
、
歯
科
医
師
の
先
生
方
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
選
挙
で
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
の
お
か
げ
で
、
６
期
目
の
当
選
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
わ
が
国
の
外
交
政
策
全
般
を

審
査
す
る
外
務
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
、
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
て
、

緊
張
の
緩
和
と
事
態
の
打
開
に
向
け
た

国
際
社
会
の
外
交
努
力
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
今
、
わ
が
国
外
務
委
員
会
の
使

命
は
極
め
て
重
大
で
す
。

　

先
日
、
Ｇ
７
の
国
々
の
外
務
委
員
会

委
員
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
衆
議
院
外

務
委
員
長
と
し
て
わ
が
国
の
立
場
を
示

し
、
Ｇ
７
は
じ
め
国
際
社
会
の
更
な
る

連
携
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
務

委
員
長
就
任
以

来
、
50
か
国
以

上
の
駐
日
各
国

大
使
と
面
会
し

意
見
交
換
、
そ

し
て
わ
が
国
の

立
場
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。
外

務
省
職
員
や
自

民
党
外
交
部
会

長
、
外
務
副
大

臣
な
ど
の
経
験

を
活
か
し
議
員

外
交
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
療
の
発
展
は
、
私
に
と
っ
て
、

国
会
議
員
と
し
て
の
大
切
な
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
の
一
つ
で
す
。
国
民
が
歯
科
医
療

を
受
け
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
口
腔
の

健
康
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
身
の
健
康
、

健
康
寿
命
延
伸
に
つ
な
が
り
ま
す
。
歯

科
医
療
は
、
国
民
に
必
要
不
可
欠
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
歯
科
医
療
機
関

の
経
営
環
境
整
備
と
歯
科
医
療
体
制
の

充
実
化
は
国
が
政
策
と
し
て
推
し
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

近
藤　
次
に
城
内
議
員
と
静
岡
県
歯
連

盟
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
大
松
会
長
に

お
聞
き
し
ま
す
。

大
松　
静
岡
で
は
国
会
議
員
と
の
懇
談

会
（
デ
ン
タ
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
）
を
年
１
回

開
催
し
て
い
ま

す
。
政
権
与
党

の
自
民
党
と
公

明
党
、
そ
れ
と

地
域
性
を
重
ん

じ
て
野
党
の
先

生
方
と
も
意
見

交
換
を
し
て
い

ま
す
。
懇
談
会

の
あ
と
に
は
食

事
会
も
行
い
懇
親
を
深
め
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
こ

こ
２
年
間
は
開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
懇
談
会
に
出
席
さ
れ
る
議
員
の

先
生
方
に
は
事
前
に
資
料
を
お
送
り
し

て
い
る
の
で
す
が
、
城
内
議
員
は
そ
の

事
前
資
料
に
し
っ
か
り
目
を
通
さ
れ
、

要
望
に
対
す
る
答
え
や
質
問
を
毎
回
丁

寧
に
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
歯
科
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

の
要
望
へ
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、

三
年
前
の
参
議
院
選
挙
で
は
浜
松
市
、

静
岡
市
、
三
島
市
で
開
催
さ
れ
た
比
嘉

奈
津
美
先
生
の
決
起
大
会
に
、
ご
多
忙

の
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
会
場

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
応
援
演
説

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、

先
日
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
た
ご
自
身
の

政
治
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
組
織
代
表
に
決

ま
っ
た
山
田
宏
議
員
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
来
場
者
に
渡
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

我
々
の
政
治
活
動
に
多
大
な
る
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

城
内
議
員
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
お
ご
ら

ず
謙
虚
に
、
こ
つ
こ
つ
と
愚
直
に
、
生

の
声
を
大
切
に
、
浜
松
市
・
湖
西
市
・

静
岡
県
・
日
本
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
」

だ
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
の

た
め
に
、
そ
し
て
国
の
た
め
に
「
安
心

と
安
全
」
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

近
藤　
城
内
議
員
、
静
岡
県
歯
連
盟
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

城
内　
静
岡
県
歯
科
医
師
連
盟
の
先
生

方
と
の
懇
談
会
は
、
私
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
機
会
で
あ
り
、
何
よ
り
優
先
し

て
出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

２
年
間
開
催
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
大

変
残
念
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
歯
科
医
療
の
コ
ス
ト
増
や
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
状
勢
の
影
響
で
パ
ラ
ジ
ウ
ム
が
高

騰
す
る
な
ど
、
多
く
の
新
た
な
課
題
が

発
生
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
静
岡
県
歯
科
医
師
連
盟
の
先
生
方

か
ら
現
場
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た

だ
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

比
嘉
奈
津
美
先
生
の
繰
り
上
げ
当
選
、

私
も
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
３
年

前
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
事
務
所
を
あ

げ
て
比
嘉
奈
津
美
先
生
の
応
援
に
注
力

し
ま
し
た
。
歯
科
医
師
の
先
生
が
国
民

の
代
表
と
し
て
政
治
に
携
わ
る
こ
と
は

と
て
も
重
要
で
す
。
私
に
と
っ
て
も
心

強
い
存
在
で
す
。
引
き
続
き
し
っ
か
り

と
連
携
し
て
歯
科
医
療
の
発
展
に
向
け

て
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
藤　
城
内
議
員
は
地
元
の
浜
松
で「
歯

科
城
内
会
」
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
ね
。

城
内　
地
元
の
歯
科
医
師
の
先
生
方
の

ご
支
援
は
、
何
よ
り
心
強
く
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
膝
を
突
き
合
わ
せ

て
地
元
の
先
生
方
か
ら
忌
憚
の
な
い
現

場
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
い
た
だ
け
る

大
切
な
場
で
す
。
地
元
の
先
生
方
か
ら

の
力
強
い
ご
支
援
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

〈
５
面
に
続
く
〉

都道府県からから
歯科医療歯科医療を語るを語る

静 岡 県

静
岡
県
歯
連
盟
の
活
動

内
容
と
議
員
の
政
治
活
動

連
盟
と
議
員
の
つ
な
が
り

歯
科
城
内
会
と
若
手

歯
科
関
係
国
会
議
員
の
会

大松　 高
（静岡県歯科医師連盟会長）

城内　 実
（衆議院議員　静岡 7 区）

第
13
回

（聞き手 近藤晴彦 日歯連盟広報委員長・静岡県歯連盟理事長）
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〈
４
面
か
ら
の
続
き
〉

静岡県歯科医師連盟 会長
大松　高

昭和２４年３月１５日生（７３歳）

【略歴】
昭和４８年３月	 大阪歯科大学卒業
平成１７年４月	 富士市歯科医師会
	 専務理事
平成２５年６月	 静岡県歯科医師会監事
令和元年７月	 日本歯科医師会
	 役員報酬算定審議会委員
令和３年６月	 静岡県歯科医師会会長
令和３年７月	 静岡県歯科医師連盟
	 会長
令和３年７月	 日本歯科医師連盟評議員
令和３年７月	 日本歯科医師会
	 予算決算特別委員会委員
令和３年７月	 日本学校歯科医会
	 予算決算特別委員会
	 委員長

自由民主党 衆議院議員
城内　実

昭和40年4月１9日生（57歳）
衆議院静岡県第7選挙区

【主な経歴】
平成元年 3 月 東京大学教養学部
 国際関係論分科卒業
平成元年 4 月 外務省入省
平成２年 6 月 在ドイツ日本国大使館
 勤務
平成 9 年 天皇陛下、総理大臣等の 
 ドイツ語通訳官
平成15年11月　第43回衆議院議員総選 
 挙で初当選
 （静岡県第７区無所属）
平成24年12月　第2次安倍晋三内閣
 外務大臣政務官就任
平成25年 9 月 自由民主党外交部
 会長就任
平成26年 9 月 第2次安倍晋三改造内閣
 外務副大臣就任
平成26年12月　第3次安倍晋三内閣
 外務副大臣就任
平成27年10月 自由民主党
 国際局長代理、
 衆議院法務委員会理事
平成28年 9 月 衆議院北朝鮮による
 拉致問題等に関する
 特別委員会委員長
平成29年 8 月 自由民主党経済産業部 
 会長、自由民主党情報 
 調査局長
平成30年10月 第4次安倍晋三内閣
 環境副大臣
令和元年10月 自由民主党国会対策
 委員会副委員長
令和３年10月 第49回衆議院議員総選 
 挙で6回目の当選
 （自由民主党）
令和 3 年10月 衆議院外務委員会
 委員長

衆・参 氏　名 選挙区
衆議院議員 城内　　実 静岡 7

衆議院議員 池田　佳隆 比例東海
（愛知）

衆議院議員 大野敬太郎 香川 3
衆議院議員 熊田　裕通 愛知 1
衆議院議員 小林　鷹之 千葉 2

衆議院議員 辻　　清人 東京 2
衆議院議員 星野　剛士 神奈川 12
衆議院議員 宮﨑　政久 沖縄 2
衆議院議員 簗　　和生 栃木 3
衆議院議員 山田　美樹 東京 1
参議院議員 松川　るい 大阪
衆議院議員 石川　昭政 茨城 5
衆議院議員 勝俣　孝明 静岡 6
参議院議員 小野田紀美 岡山

若手歯科関係国会議員の会

近
藤　
お
話
し
に
出
た
国
民
歯
科
問
題

議
員
連
盟
の
会
合
に
は
城
内
議
員
は
い

つ
も
開
会
か
ら
閉
会
ま
で
ご
出
席
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
自
身
も
毎
回
発
言

も
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
す
。

城
内　
先
日
開
催
さ
れ
た
「
国
民
歯
科

問
題
議
員
連
盟
」
の
総
会
で
、
私
は
副

幹
事
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
議
連
幹
部

の
一
員
と
し
て
、
一
層
責
任
の
重
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
歯
科
医
師
会
が
発
行
し
て
い
る

「
日
歯
広
報
」
と
日
本
歯
科
医
師
連
盟
が

発
行
し
て
い
る
「
日
歯
連
盟
広
報
」
は

毎
号
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

歯
科
医
師
の
先
生
方
の
お
考
え
を
は
じ

め
、
取
組
、
課
題
な
ど
、
最
新
か
つ
詳

細
な
情
報
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上

で
、「
国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
」
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

大
松　
12
月
に
開
催
さ
れ
た
歯
科
議
連

総
会
に
初
め
て
出
席
い
た
し
ま
し
た
が
、

城
内
議
員
か
ら
「
多
大
な
る
応
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
歯
科
の
先
生
方
へ

は
、
診
療
報
酬
改
定
と
歯
科
関
連
予
算

要
求
と
い
う
形
で
、
し
っ
か
り
恩
返
し

し
た
い
」
と
力
強
い
発
言
が
あ
り
、
地

元
静
岡
と
し
て
誇
ら
く
思
い
ま
し
た
。

城
内　
令
和
４
年
度
の
診
療
報
酬
、
歯

科
関
連
予
算
の
要
求
に
つ
い
て
、
十
分
な

財
源
確
保
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
診

療
報
酬
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
改
定
に

な
っ
た
と
力
不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

た
だ
で
さ
え
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
防
止
対

策
の
た
め
に
歯
科
医
療
の
コ
ス
ト
が
増

加
し
、
ま
た
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
歯
科

用
金
属
の
素
材
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

な
か
で
、
国
が
歯
科
医
療
支
援
を
す
る

必
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
は
営
利
目
的
の
事
業
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
安
定
し
た
医
院
経
営
な
し

に
安
定
し
た
医
療
の
提
供
は
不
可
能
で

す
。
国
民
の
為
に
保
険
で
良
い
治
療
を

す
る
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
診
療
報
酬

が
必
要
な
の
で
す
。

近
藤　
静
岡
県
歯
連
盟
の
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
大
松
会
長
に
お

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
松　
こ
れ
ま
で
県
歯
連
盟
と
し
て
国

会
議
員
の
先
生
方
と
は
多
く
の
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
良
好
な
関
係
を
築
い
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
市
町
首
長
や
各
自

治
体
へ
の
要
望
、
あ
る
い
は
そ
の
政
策

を
推
進
す
る
た
め
の
各
市
町
議
員
と
の

関
係
は
各
支
部
や
個
人
的
つ
な
が
り
に

任
せ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
格
差

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
各

支
部
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る

と
と
も
に
、
国
会
議
員
の
先
生
方
は
じ

め
各
市
町
首
長
・
議
員
の
皆
さ
ん
と
更

に
連
携
を
深
め
、
県
民
に
向
け
て
、
歯

科
と
し
て
よ
り
良
い
医
療
や
保
健
事
業

と
そ
の
環
境
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

全
身
の
フ
レ
イ
ル
対
策
の
た
め
に
必
要

な
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
、

県
民
に
更
に
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
行
政
と
一
緒
に
広
報
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
次
期
県
連
会
長
と
云
わ
れ
て
い

る
城
内
議
員
に
今
後
も
更
な
る
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
藤　
城
内
議
員
の
今
後
の
展
望
も
教

え
て
く
だ
さ
い
。

城
内　
私
は
今
、
自
民

党
の
財
政
政
策
検
討
本

部
の
幹
事
長
、
若
手
議

員
で
構
成
さ
れ
る
「
責

任
あ
る
積
極
財
政
を
推

進
す
る
議
員
連
盟
」
の

顧
問
を
務
め
て
お
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
、「
日

本
は
借
金
大
国
だ
か
ら

財
政
支
出
を
縮
小
し
て

い
く
べ
き
」
と
い
う
凝

り
固
ま
っ
た
考
え
方
に

異
を
唱
え
、
現
況
を
分

析
し
た
上
で
適
切
な
経

済
財
政
政
策
を
行
う
べ

き
、
と
い
う
考
え
方
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
フ
レ
が
続
き
、
な
お
コ
ロ
ナ
禍
で

疲
弊
し
た
日
本
経
済
を
再
生
し
、
国
民

生
活
を
守
る
た
め
に
は
、
積
極
的
な
経

済
財
政
政
策
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、

歯
科
医
療
へ
の
財
政
措
置
推
進
に
も
直

結
し
て
い
ま
す
。

　

安
定
し
た
医
院
経
営
の
た
め
の
支
援

が
無
け
れ
ば
、
国
民
は
よ
い
口
腔
内
の

治
療
を
受
け
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
健
康

を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
状
勢
の
影
響
で

歯
科
医
院
が
苦
し
い
状
況
に
あ
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
歯
科
医
療
提
供
確
保
の
た

め
、
国
が
し
っ
か
り
と
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
大
松
会
長
は
じ
め
、
静

岡
県
歯
科
医
師
連
盟
の
先
生
方
と
よ
り

一
層
連
携
を
深
め
て
い
か
れ
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
国
民
に
と
っ
て
の
歯

科
医
療
の
重
要
性
を
も
っ
と
国
政
の
場

で
訴
え
、
歯
科
医
療
発
展
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
藤　
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
声
を
か
け
て
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
当
時
幹
事
長
だ
っ
た
二
階

俊
博
先
生
は
じ
め
、
政
調
会
長
だ
っ
た

岸
田
文
雄
先
生
、
そ
の
時
々
の
大
臣
で

あ
っ
た
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
、
塩

崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
、
菅
義
偉
官
房

長
官
な
ど
を
講
師
に
お
招
き
し
、
歯
科

医
療
の
重
要
性
を
直
談
判
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
会
に
出
席
し
て
く
れ
た
若
手

議
員
た
ち
は
、
今
で
も
国
民
歯
科
問
題

議
員
連
盟
で
積
極
的
に
歯
科
医
療
発
展

の
た
め
に
発
言
し
て
い
ま
す
。

私
も
国
会
の
場
で
、
歯
科
医
療
発
展
の

た
め
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
藤　
「
歯
科
城
内
会
」
の
立
上
げ
に
は

私
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
０
０
名
以
上
の
先
生
方
が
集
ま
っ
た

発
足
会
で
の
国
政
報
告
は
会
員
か
ら
大

変
好
評
で
し
た
。
こ
ち
ら
の
会
も
感
染

症
拡
大
に
よ
り
残
念
な
が
ら
最
近
は
活

動
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

城
内
議
員
は
永
田
町
で
も
「
若
手
歯

科
関
係
国
会
議
員
の
会
」
と
い
う
勉
強

会
を
作
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
趣
旨
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

城
内　
歯
科
医
療
の
重
要
性
を
学
び
、

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
、
若
手
議
員

今
後
の
展
望

写真左より、大松会長、城内衆議院議員、近藤委員長
（※撮影のためマスクを外しております）

第 1 回　　　　設立総会 
第 2 回　講師　菅　義偉 官房長官 
第 3 回　講師　塩崎恭久 厚生労働大臣 
第 4 回　講師　加藤勝信 厚生労働大臣 
第 5 回　講師　岸田文雄 自民党政調会長 
第 6 回　講師　二階俊博 自民党幹事長 
第 7 回　講師　根本　匠 厚生労働大臣

（役職は当時）
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日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
、
歯
科
医
療
の
充
実
が
国
民
の
健
康

増
進
、
疾
病
の
重
症
化
予
防
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
結
果
的

に
国
民
医
療
費
が
抑
制
で
き
る
観
点
か
ら
、
日
本
歯
科
医
師
会

と
密
接
に
連
携
し
、
持
続
可
能
な
国
民
皆
保
険
制
度
の
た
め
の

事
業
を
展
開
す
る
。　

　

こ
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
歯
科
医
療
の
重
要
性
を

理
解
な
ら
び
に
認
識
す
る
議
員
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
各

種
政
策
に
反
映
さ
せ
社
会
へ
強
く
発
信
で
き
る
よ
う
に
注
力
す

る
。

　

令
和
４
年
度
は
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て

警
戒
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
対
策
等
の

政
策
実
現
の
た
め
連
盟
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
課

題
で
も
あ
る
医
科
歯
科
格
差
の
是
正
を
含
む
適
正
な
診
療
報
酬

の
評
価
実
現
に
向
け
活
動
す
る
。

　

令
和
４
年
に
行
わ
れ
る
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い

て
は
組
織
代
表
候
補
者
の
上
位
当
選
を
目
指
し
て
連
盟
活
動
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
都
道
府
県
歯
連
盟
と
の
協
力
体

制
の
連
携
を
図
る
。

　

連
盟
の
組
織
活
動
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
顧
問
弁
護
士
を

十
分
に
機
能
さ
せ
透
明
性
を
確
保
す
る
。
ま
た
会
員
対
策
と
し

て
、
会
員
数
の
減
少
や
組
織
率
の
低
下
に
対
す
る
対
策
を
推
進

す
る
。「
政
治
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
今
年
度
も
継
続
し
て
行
い
、
会

員
の
政
治
論
や
選
挙
論
の
習
熟
を
通
じ
て
連
盟
活
動
へ
の
更
な

る
意
識
高
揚
を
図
る
。
同
時
に
日
本
歯
科
医
師
会
の
掲
げ
る
課

題
を
具
現
化
す
る
た
め
、
日
歯
連
盟
会
員
の
共
通
認
識
を
高
め

連
盟
活
動
を
推
進
す
る
。

　

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
以
下
の
諸
事
業
を
展
開
す
る
。

１．第26回参議院議員通常選挙並びに各種国政選挙への対応
	 参議院議員通常選挙については、選挙対策推進本部会を設置し、組織代表候補者の支援体制を強	
	 化する連盟活動を進める。各種国政選挙では、本連盟及び都道府県歯科医師連盟の推薦候補の支	
	 援体制を強化する。

２．地方自治体議員、首長選挙への支援
	 都道府県歯科医師連盟から推薦依頼のあった候補者を規約・規則等に基づいて支援する。

３．日歯連盟主催『デンタルミーティング』開催の拡充推進
	 政策推進部会活動計画に則り、日歯連盟主催ならびに日歯連盟・都道府県歯科医師連盟共催の『デ	
	 ンタルミーティング』開催を強力に推し進める。

４．都道府県歯科医師連盟との連携強化及び『デンタルミーティング』開催への支援
	 都道府県歯科医師連盟との相互協力を更に推進し、連携を強化するとともに、都道府県歯科医師	
	 連盟による『デンタルミーティング』開催を支援し、推薦議員の歯科医療への理解を一層高める	
	 ことに資する活動を行う。

５．国会議員等のパーティーや各種勉強会への積極的な参加
	 歯科への理解を更に深めてもらう啓発・普及活動を幅広く展開し、基本方針に掲げた目的を実現	
	 させるため、議員主催のパーティーや勉強会に積極的に参加し、また国会議員との懇談会なども	
	 行い、国民歯科医療への理解促進に努める。

６．歯科に理解を示す国会議員との情報交換及び支援体制について
	 本連盟の基本方針に則り、歯科に理解を示す衆参国会議員との緊密な連携を図り、円滑な政治活	
	 動を支援する。

７．歯科医師議員連盟の組織の充実と連携の強化
	 本連盟は歯科医療充実のため、会員である各種議員・首長で構成される同連盟の充実を図ると共	
	 に、連携を強化する。

８．関係団体・機関との相互理解と協力の強化
	 基本方針に掲げた目的を実現するため、政党をはじめ関係諸団体・機関との交流を深め、協力体	
	 制を強化し、様々な活動を展開する。

９．全国歯科大学歯学部同窓・校友会との連携強化
	 本連盟の基本方針に則り、全国歯科大学歯学部同窓・校友会と緊密な連携をさらに強化する。

10．情報開示の推進、外部広報活動の推進
	 『日歯連盟広報』、『ホームページ』、『Facebook』等各種媒体を拡充させ、本連盟の歯科医療に対す	
	 る考え方を国民等に広報する。特に外部広報に於いて一般マスコミ等への歯科医療の重要性の情	
	 報提供をさらに推進する。

【対外事業】

【対内事業】

令
和
４
年
度
　

事
業
計
画

第
２
号
議
案

正会員 23,000円（年額）

日本歯科医師連盟会計規則第14条の二に該当する会員 11,500円（年額）	

注記：本年 6月 30 日までに納入するものとする。

（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

第3号議案

令和4年度会費の額並びに徴収時期
１．日本歯科医師会との連携・協力
	 公益社団法人日本歯科医師会との役員連絡協議会等を通じて共通認識を高め、連携強化を図る。

２．日歯連盟規約・規則・規程等の改正の検討　
	 現在の連盟規約・規則・規程の検証ならびに再検討を行い、必要に応じて改正を行う。

３．会員増強活動の推進
	 都道府県歯科医師連盟の協力を得て本連盟の基盤となる新入会員の入会促進を図ると共に、未入	
	 会対策を強力に推進し、会員増強を図る。

４．政治・選挙セミナーの開催
	 『日歯連盟政治セミナープロジェクトチーム』を中心に、政治の意義、連盟活動の充実を目指し、	
	 都道府県歯科医師連盟の実務者や若手会員を対象に、各界講師を招聘して政治論、選挙論や政治	
	 資金規正法・公職選挙法等も含めたセミナー勉強会を開催する。

５．広報活動の強化・推進
	 『日歯連盟広報』、『ホームページ』或いは『メールマガジン』等を拡充して本連盟の活動状況等を、	
	 会員に広報する。また業界紙などの媒体も利用して歯科医療従事者に対しても広報活動を展開す	
	 る。

６．役員勉強会の開催
	 新たなる課題を解決するため、顧問弁護士の協力の下、政治資金規正法・公職選挙法等の法律の	
	 習熟と、政策決定過程での連盟活動等を、役員間で知識・認識を共有する勉強会を開催する。

７．情報開示の適切な推進
	 組織の意思決定・会務執行過程、予算執行状況等の透明性をより一層推進する。

８．事務局機能の体制強化　
	 事務局の人材育成と事務の効率化を進め、事務体制強化を図る。また業務内容に応じた管理部、	
	 事業部の機能分化も更に強化・推進する。

９．ペーパーレス化の推進　
	 事務局内の文書や資料書類・請求書・掲示物などを電子化することにより、資料を活用しやすい	
	 ように電子化して保存、保管を行うことで、紙による印刷書類を少なくし、業務効率の改善を図	
	 ることを推進する。

　4 月1日より、各 SNS サイトにて日本歯科医師連盟
のアカウントを開設いたしました！
　さまざまな連盟活動や歯科に関する情報をいち早く
お届けしますので、ご登録をお願いします！

日本歯科医師連盟 公式 SNS 開設のお知らせ

日本歯科医師連盟
公式 twitter

日本歯科医師連盟
公式 Facebook

日本歯科医師連盟
公式 Instagram

@jdpf _official

@JapanDentalFederation

@jdpf _official
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科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 253,872,000 207,181,000

 第一項
役 員 報 酬 ・ 
賞 与 ・
傷 害 保 険 料

109,089,000 71,288,000 

 第二項 評 議 員 委 員 等
傷 害 保 険 料 1,284,000 1,284,000 

 第三項 職 員 人 件 費 83,250,000 76,247,000 

 第四項 光 熱 水 費 ・ 
備 品 消 耗 品 費 12,273,000 12,262,000 

 第五項 事 務 所 費 47,976,000 46,100,000 
第二款 政 治 活 動 費 682,655,000 722,986,000 
 第一項 評 議 員 会 費 18,639,000 18,830,000 
 第二項 会 長 会 議 費 19,109,000 19,109,000 

 第三項 常 任 理 事 会 ・
理 事 会 費 25,481,000 21,788,000 

 第四項 諸 会 議 費 39,311,000 31,515,000 
 第五項 連 絡 協 議 会 費 2,529,000 2,529,000 

 第六項 時 局 対 策
本 部 会 費 2,000 2,000 

 第七項 選 挙 対 策 推 進
本 部 会 費 1,488,000 2,000 

 第八項 監 事 会 費 1,051,000 669,000 

 第九項 会 務 運 営
関 係 費 8,070,000 8,070,000 

 第十項 医 政 対 策 費 248,776,000 279,776,000 

 第十一項 地 方 政 治
活 動 費 193,098,000 196,357,000 

 第十二項 交 際 費 15,100,000 15,100,000 
 第十三項 旅 費 30,679,000 31,279,000 
 第十四項 広 報 費 57,272,000 45,910,000 
 第十五項 調 査 研 究 費 1,050,000 1,050,000 
 第十六項 寄 附 金 20,000,000 50,000,000 
 第十七項 雑 費 1,000,000 1,000,000 
第三款 繰 出 金 81,548,000 65,203,000 

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 

 第二項 選 挙 関 係 管 理
会 計 繰 出 金 42,001,000 22,801,000 

 第三項
役 員 退 職
金 積 立 金
会 計 繰 出 金

27,500,000 22,160,000 

 第四項
運 営 基 金
積 立 金
会 計 繰 出 金

12,046,000 20,241,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 会 費 965,492,000 981,787,000 
 第一項 当 年 度 会 費 961,492,000 977,787,000 
 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000 4,000,000 
第二款 寄 附 金 1,000 1,000 
 第一項 寄 附 金 1,000 1,000 
第三款 雑 収 入 2,582,000 2,582,000 
 第一項 広 告 収 入 2,571,000 2,571,000 
 第二項 預 金 利 息 10,000 10,000 
 第三項 雑 入 1,000 1,000 
第四款 繰 入 金 収 入 100,000,000 50,000,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 入 金 100,000,000 50,000,000 

当 年 度 収 入 合 計 1,068,075,000 1,034,370,000 

第五款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 0 11,000,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 0 11,000,000 

収　　入　　合　　計 1,068,075,000 1,045,370,000 

収入の部

支出の部

第4号議案

第5号議案 第7号議案

第8号議案

第6号議案

（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日） （自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

（自　令和4年4月1日／至　令和5年3月31日）

令和4年度一般会計収支予算

令和4年度政治活動運営会計収支予算 令和4年度役員退職金積立金会計収支予算

令和4年度運営基金積立金会計収支予算

令和4年度選挙関係管理会計収支予算

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 1,000 1,000 
 第一項 一般会計繰入金 1,000 1,000 
第二款 雑 収 入 1,000 1,000 
 第一項 預 金 利 息 1,000 1,000 
当 年 度 収 入 合 計 2,000 2,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 90,000 50,098,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 90,000 50,098,000 

収　　入　　合　　計 92,000 50,100,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 42,001,000 22,801,000 
 第一項 一般会計繰入金 42,001,000 22,801,000
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 42,011,000 22,811,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 181,042,000 274,258,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 181,042,000 274,258,000 

収　　入　　合　　計 223,053,000 297,069,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 1,000 
第二款 政 治 活 動 費 1,000 1,000 
第三款 繰 出 金 1,000 50,000,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 出 金 1,000 50,000,000 

第四款 予 備 費 89,000 98,000 
 第一項 予 備 費 89,000 98,000 

支　　出　　合　　計 92,000 50,100,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 1,000 
第二款 政 治 活 動 費 49,600,000 210,100,000 
 第一項 選 挙 関 係 費 49,600,000 210,100,000 
第三款 繰 出 金 1,000 1,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 27,500,000 22,160,000 
 第一項 一般会計繰入金 27,500,000 22,160,000
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 27,510,000 22,170,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 74,433,000 76,669,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 74,433,000 76,669,000 

収　　入　　合　　計 101,943,000 98,839,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 12,046,000 70,241,000 
 第一項 一般会計繰入金 12,046,000 20,241,000

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 入 金 0 50,000,000

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 12,056,000 70,251,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 1,596,334,000 1,520,968,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 1,596,334,000 1,520,968,000 

収　　入　　合　　計 1,608,390,000 1,591,219,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 64,750,000 
 第一項 役員退職慰労金 1,000 64,750,000 
第二款 予 備 費 101,942,000 34,089,000 
 第一項 予 備 費 101,942,000 34,089,000 

支　　出　　合　　計 101,943,000 98,839,000 

科　　目 令 和 4 年 度
予 算

令 和 3 年 度
予 算

第一款 繰 出 金 100,000,000 50,000,000
 第一項 一般会計繰出金 100,000,000 50,000,000 
第二款 予 備 費 1,508,390,000 1,541,219,000 
 第一項 予 備 費 1,508,390,000 1,541,219,000 

支　　出　　合　　計 1,608,390,000 1,591,219,000 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

第四款 予 備 費 50,000,000 50,000,000 
 第一項 予 備 費 50,000,000 50,000,000 

支　　出　　合　　計 1,068,075,000 1,045,370,000 

日本歯科医師連盟
令和4年度各会計収支予算

　本連盟第145回評議員会で可決した令和4年度の5会計の
収支予算は次のとおり。
　なお、会計期間は令和 4年 4月1日から令和 5年 3月31日 
まで。

（※紙面の関係上、第1号議案の令和3年度一般会計収支補
正予算と各会計予算の摘要欄は割愛させていただきました）

第四款 予 備 費 173,451,000 86,967,000 
 第一項 予 備 費 173,451,000 86,967,000 

支　　出　　合　　計 223,053,000 297,069,000 

投 票 日 選 挙 名 都道府県
5 月29 日 新潟県知事選挙 新潟県
7 月10 日 滋賀県知事選挙 滋賀県
未　定 第 26 回参議院議員選挙

　全国各地ではさまざまな選挙が行われています。
　今号も引き続き、今後予定されている国政補欠選挙・都道府県首長選・
都道府県議選・政令市長選（全国20市）の日程をご紹介します。
　いつ、どこで、どんな選挙が行われているのか？連盟活動にぜひご活
用ください！

ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ 日歯連盟広報160号特別付録

国民皆歯科
健診の
法制化を
実現
しましょう！

公示日まで 診療室に貼って
ご利用ください！



第 160 号（平成 14年 10月 15日第三種郵便物認可） 令和 4 年（2022 年）5 月 15 日　8日歯連盟広報

 
「
金
パ
ラ
」、そ
し
て

「
皆
歯
科
健
診
」の
突
破
口
を
拓
く

歯
科
医
で
な
い「
歯
科
議
員

歯
科
議
員
」が
挑
む
！

参
議
院
議
員
　
山
田
　
宏

⑭

　

全
国
か
ら
金
パ
ラ
急
騰
の
悲
鳴
に
も
似

た
訴
え
を
聞
い
て
い
た
私
は
、
３
月
26
日

の
テ
レ
ビ
で
岸
田
総
理
の
Ｇ
７
か
ら
の
帰

国
を
知
り
、
総
理
に
直
接
訴
え
る
こ
と
を

決
意
。
す
ぐ
連
絡
を
と
り
面
会
の
快
諾
を

得
た
（
図
１
）。
そ
し
て
３
月
31
日
私
は
高

橋
日
歯
連
盟
会
長
と
比
嘉
議
員
ら
と
と
も

に
官
邸
を
訪
ね
、
総
理
に
金
パ
ラ
急
騰
へ

の
対
策
を
強
く
訴
え
た
（
写
真
）。
岸
田
総

理
か
ら
は
「
こ
の
問
題
は
よ
く
理
解
し
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
関
係
部
局
に
指
示
し

た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
、
翌
４
月
１
日

の
朝
、
厚
労
省
保
健
局
長
が
飛
ん
で
来
て
、

５
月
の
「
緊
急
改
定
」
の
提
案
を
受
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
「
３
ヶ
月
に
１
回
の
金
パ

ラ
価
格
の
改
定
を
、
２
ヶ
月
ま
た
は
１
ヶ
月

に
１
回
に
で
き
な
い
か
」
と
要
請
し
続
け
、

厚
労
省
は
そ
の
度
毎
に
色
々
理
由
を
つ
け
て

拒
ん
で
き
た
が
、
総
理
申
し
入
れ
の
効
果

の
大
き
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
。	

ま
た
今
回
の
決
定
で
、
緊
急
時
は

毎
月
改
定
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

　

４
月
18
日
に
は
、
昨
年
の
自
民

党
公
約
を
受
け
て
自
民
党
本
部
で

「
国
民
皆
歯
科
健
診
実
現
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
の

初
会
合
が

開
か
れ
、

座
長
に
古
屋
圭
司
政
調
会
長
代
行
、
そ
し

て
事
務
局
長
に
私
、
事
務
局
次
長
に
比
嘉

議
員
が
選
任
さ
れ
た
（
図
２
）。
高
市
政
調

会
長
か
ら
は
「
次
の
総
選
挙
ま
で
に
は
『
国

民
皆
歯
科
健
診
』
実
現
の
目
処
を
つ
け
る

よ
う
」
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　

高
校
ま
で
の
歯
科
健
診
を
ど
の
よ
う
に

し
て
全
国
民
の
年
１
回
歯
科
健
診
に
広
げ

る
か
、
そ
の
制
度
や
政
策
の
議
論
を
こ
れ

か
ら
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。「
労
働
安
全
衛

生
法
の
一
般
労
働
者
の
健
診
項
目
に
歯
科

を
加
え
る
」「
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と

歯
科
健
診
の
有
無
を
連
動
さ
せ
る
」「
歯
周

病
検
査
キ
ッ
ト
を
広
く
行
き
渡
ら
せ
て
歯

科
診
療
を
促
す
」
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
策
を
検
討
す
る
。
目
標
は
、
全
国
民
の

口
腔
の
健
康
維
持
を
通
し
て
疾
病
を
予
防

し
、
医
療
費
の
急
増
を
抑
制
し
て
皆
保
険

制
度
を
維
持
す
る
こ
と
だ
。

　

第
６
弾
は
、
“
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
公
選
法
”
の

後
編
で
す
。
多
く
の
歯
科
医
師
に
と
っ
て
馴
染
み
が
薄
い
公
選

法
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
実
例
を
挙
げ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

出典　総務省HP　なるほど選挙！　ほか

前
編
で
は
「
何
時
の
選
挙
で
・
〇
〇
を
・
宜
し
く
」
の

３
要
件
が
揃
っ
た
選
挙
運
動
は
、
公
示
（
告
示
）
日
か

ら
投
票
日
前
日
ま
で
の
限
ら
れ
た
期
間
し
か
行
え
な
い
こ
と
（
事

前
運
動
の
禁
止
）・
選
挙
運
動
は
原
則
と
し
て
自
発
的
に
無
報
酬

で
行
う
こ
と
・
18
歳
未
満
は
選
挙
運
動
が
で
き
な
い
こ
と
（
未
成

年
者
等
の
選
挙
運
動
の
禁
止
）・
買
収
と
利
害
誘
導
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

政
治
家
や
候
補
者
が
選
挙
区
の
人
に
年
賀
状
な
ど
「
挨

拶
状
を
出
す
行
為
」
に
も
制
限
が
あ
る
（
但
し
、
届
い

た
挨
拶
状
に
対
し
答
礼
の
た
め
に
自
筆
で
書
い
た
も
の
、
及
び
弔

電
と
祝
電
は
可
）。
ま
た
、
政
治
家
や
後
援
団
体
が
選
挙
区
の
人

に
挨
拶
す
る
（
当
選
御
礼
、
感
謝
）
目
的
で
、

新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
ネ
ッ
ト

等
へ
有
料
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
る
（
挨

拶
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止
）。

戸
別
の
訪
問
に
つ
い
て
は
？

特
定
の
候
補
者
に
投
票
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
家
や
会
社
を
訪
問

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
る
（
戸
別
訪
問

の
禁
止
）。
選
挙
後
の
挨
拶
廻
り
も
で
き
な
い
。

で
は
私
た
ち
が
自
由
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
選
挙
運
動
は
な
ん
で
す
か
？

選
挙
期
間
中
に
限
ら
れ
る
が
、
電
話

で
知
人
に
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
／

た
ま
た
ま
会
っ
た
人
に
投
票
を
依
頼
す
る
こ

と
／
た
ま
た
ま
集
ま
っ
て
い
る
人
に
演
説
す

る
こ
と
は
全
く
問
題
な
い
。
な
お
投
票
日
の

投
票
依
頼
は
違
反
と
な
る
。

選
挙
運
動
に
利
用
可
能
な
文
書
や
図
画
は
ど
ん
な
も
の

で
す
か
？

候
補
者
間
の
公
平
を
確
保
す
る
目
的
で
文
書
図
画
の
頒

布
（
配
布
）、
掲
示
に
つ
い
て
も
細
か
に
規
制
さ
れ
て
お

る
（
法
定
外
文
書
頒
布
の
禁
止
）。

　

利
用
可
能
な
文
書
図
書
は
、「
選
挙
用
」
の
表
示
の
あ
る
選
挙

運
動
用
通
常
は
が
き
（
公
選
は
が
き
）
の
郵
送
と
、
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
、
選
管
の
証
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
、
選
挙

運
動
用
広
告
を
掲
載
し
た
新
聞
紙
、選
管
発
行
の
選
挙
公
報
じ
ゃ
。

但
し
ビ
ラ
の
頒
布
は
、
新
聞
折
込
み
、
選
挙
事
務
所
、
個
人
演
説

会
場
、
街
頭
演
説
の
場
所
に
限
ら
れ
る
。

選
挙
運
動
用
の
文
書
図
表
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
電
子
デ
ー
タ

と
し
て
頒
布
す
る
の
は
？

文
書
図
画
を
記
録
し
た
電
磁
記
録
媒
体
を
頒
布
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

政
治
家
の
個
人
ポ
ス
タ
ー
は
決
ま
り
が
あ
る
の
で
す

か
？

選
挙
に
よ
り
異
な
る
が
、
現
職
や
候
補
者
の
個
人
ポ
ス

タ
ー
は
、
任
期
満
了
の
６
ヶ
月
前
か
ら
投
票
日
ま
で
な

ど
一
定
期
間
、選
挙
区
内
に
掲
示
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
お
る
。

　

掲
示
可
能
な
期
間
で
も
、
ベ
ニ
ヤ
板
等
を
用
い
て
裏
打
ち
す
る

こ
と
は
禁
止
じ
ゃ
（
裏
打
ち
ポ
ス
タ
ー
や
野
立
て
看
板
の
禁
止
）。

掲
示
す
る
場
合
に
は
、所
有
者
の
承
諾
を
得
る
の
は
当
然
じ
ゃ
な
。

政
党
等
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
？

政
党
や
政
治
団
体
が
、政
治
活
動
に
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー

は
、
公
示
（
告
示
）
翌
日
か
ら
投
票
日
ま
で
の
期
間
を

除
き
常
時
掲
示
で
き
る
が
、
氏
名
を
記
載
さ
れ
た
者
が
候
補
者
と

な
っ
た
時
は
、
掲
示
制
限
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
私
有
地
で
あ
っ

て
も
、
目
立
つ
場
所
に
後
援
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
掲
示

し
て
は
な
ら
ぬ
の
じ
ゃ
。

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

平
成
25
年
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、
ニ
コ

ニ
コ
動
画
等
）、
動
画
中
継
サ
イ
ト
（
Ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
、

ニ
コ
ニ
コ
動
画
等
）
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
解
禁
さ
れ

た
（
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
の
解
禁
）。
候
補
者
と
政
党
等
に

限
っ
て
は
、
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
政
党
等
に
限
り
有
料
ネ
ッ
ト
広

告
を
利
用
可
能
じ
ゃ
。

　

但
し
、
次
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

・
有
権
者
が
受
信
し
た
選

挙
運
動
用
メ
ー
ル
を
転
送

す
る
こ
と
（
一
般
有
権
者

が
、
メ
ー
ル
で
選
挙
運
動

を
行
う
こ
と
は
禁
止
）。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
に
添

付
さ
れ
た
文
書
図
画
を
印
刷
し

頒
布
す
る
こ
と
。

・
18
歳
未
満
が
、
ネ
ッ
ト
を
含
め

選
挙
運
動
す
る
こ
と
。

誰
も
が
自
身
の
考
え
を

発
信
し
易
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
選
挙
の
公
正
を
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
正
な

利
用
に
努
め
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
ね
。明

る
く
公
正
な
選
挙
に

は
公
選
法
の
基
礎
知
識

が
欠
か
せ
な
い
の
じ
ゃ
よ
！

これだけは知って
おきたい公選法

意外と知らない !? シリーズ 6

後 

編

ネット選挙の概要 政党 候補者 有権者

HP、ブログ、SNSなどで投票の呼びかけ ○ ○ ○
政策や街頭演説などの動画配信 ○ ○ ○
メールで投票の呼びかけ ○ ○ ×
WEBやメールに添付されたビラ、
ポスターを印刷して配布すること × × ×

図 1 図 2


